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由 表 面 変 位 を与える点が側壁に沿って一定方向に回転するようなものであるが,いずれも各点
に お け る 波 の振幅は一定である｡また周期的あるいはカオス的挙動というのは,各点での波の
振 幅 が 時 間 と共に周期的あるいは不規則に変化するような状態をさす｡そして,この時間と共
























ことがわかった｡図3は ∬｡ -0.05cmのときに最も頻繁に現れるス トレンジアトラクターであ
り,図2とよく似ている｡また図 1の周期的あるいはカオス的挙動を示す領域において, ∬｡
lPl
図 3
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｢カオスとその周辺｣
が小さいほど周期的挙動が現れやすい,という点も実験と理論で一致している｡
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14.真性粘菌における情報の階層性とその統合様式
東京大学薬学部 矢野雅文
[はじめに]
真性粘菌変形体は多核単細胞であるので､高等生物に見られるような情報を処
理するために特に分化した脳 ･神経系等を所有していない｡それにも関わらず極
めて複雑な環境下においても個体として協調的な行動をすることが出来る｡例え
ば餌などの誘引物質に対しては個体全体がその物質の方向に近づいて行くし､忌
避物質を与えるとそれから逃げようとする｡このように粘菌変形体が行動を起こ
すためには判断を必要とするが､そのためには､外界から入ってくる情報の価値
付けが出来なくてはならない｡そこでこの情報処理のメカニズムを調べてみた｡
[粘菌変形体について]
真性粘菌変形体はカビの一種で変形体はその生活環の中で胞子から発芽したア
メーバが融合し､巨大なアメーバ状多核単細胞体となった状態である｡変形体は
図1に示すように裸の原形質が複雑なネットワーク構造を形成しフアンを構成し
図1 Stiemelig(1970)による
粘菌変形体
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